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　「『新版 窮理図解』にご登場いただけま
せんか？」と全く予期していなかったメー
ルが届いたのは2024年3月末のことでし
た。はじめはどうしたものかと考えたもの
の、せっかくの機会なので引き受けること
にしました。さて、内容を眺めてみると、「研
究紹介」・「インタビュー」は全く問題なさ
そう、「ON時間OFF時間」・「私の本棚」
は少し時間がかかるかも、「コラム（800
～ 1000字程度）」は困ったものだ（←イ
ママサニココ）という印象でした。コラム
のテーマは自由とのことなので、本編の
内容と照らし合わせながら「これまでを振
り返ることの意義」・「これからの研究」に
ついて簡単に記そうと思います。
　「インタビュー」では、いろいろなことを
根掘り葉掘り聞き出されました（そして話

してしまいました）。おかげさまで、学生
～博士研究員～教員のそれぞれの時代に、
何を考え、どのような気持ちで化学と向き
合っていたかをいくらか思い出すことがで
きました。特に、研究者としての方向性に
大きな影響を与えてくれた、東京工業大
学・彌田研究室での産学官連携研究員と
しての経験、マインツ大学・Waldvogel
グループでの有機電気化学・有機電解合
成との出会いを改めて振り返ることができ
たのは刺激的なひとときでした。あの頃
の気持ちを忘れないためにも、定期的に
これまでの歩みを思い出すことも悪くない
なと感じました。
　「研究紹介」の最後に簡単に触れた「こ
れからの研究」について、もう少し詳しく
書き起こそうと思います。

It is difficult to say what is impossible, 
for the dream of yesterday is the hope of today and 
the reality of tomorrow.
山本崇史

　以前、私は「無機ナノ材料の磁気物性
の光制御」に中心的に取り組んでいました
が、いろいろなご縁があり、現在は「ダイ
ヤモンド電極を活用した有機電解合成」を
メインの研究テーマにしています。有機電
解合成に関する知識・経験がある程度は
蓄積されてきたなと感じる最近では、以前
の研究テーマと現在の研究テーマを融合
させることができないかを思案中です。ま
だまだ構想の段階ですが、磁性材料がも
つスピン、配位化合物がもつ空間を規則
正しく精密に配列させることによって、ス
ピン・空間に特異的な電気化学的物質変
換（電解合成）が実現できるのではないか
というのがアイデアの根幹です。
　残りの研究者人生、これまでの研究活
動の経験を総動員して新しい「電極のかが
く」を開拓していきたいと思います。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

　KEIO TECHNO-MALL（慶應科学技術展）は、慶應義塾大学理工学部・理工学研
究科の研究成果を広く発信し、共同研究や技術移転など、産官学連携のきっかけ
となる出合いの場を提供するイベントです。今年度も2024年12月13日（金）に、
東京国際フォーラムから慶應義塾の研究成果を発信します。
　昨年度と同様に、湘南藤沢キャンパス（SFC）やイノベーション推進本部などから
も参加が予定されていますが、今年度はさらに大学病院も共催に加わり、多彩な
分野が連携した慶應義塾ならではの成果を、全塾が一体となってより強力に、充
実した内容でお届けいたします。
　10月末頃に、下記のホームページ上に来場者募集のご案内を掲載いたします。
みなさまのご参加を心よりお待ちしております。

KEIO TECHNO-MALL 2024（第25回慶應科学技術展）
「実学」の原点－多彩な次代への架け橋

編集後記
　“自由人” を自称されている山本准教授は、事務室にフラッとおいでになるたびに、
事務職員の笑いをさらって颯

さっ

爽
そう

とお帰りになられます。常に闊
かっ

達
たつ

でユーモアにあふれ
ている山本准教授を、このたび研究からプライベートまで掘り下げるにつれて、准教
授が公私両面にわたり何事に対しても真剣に取り組まれている側面が浮かび上がって
きました。これこそ研究者の人間味にフォーカスした『新版 窮理図解』の魅力であり、
その魅力を改めて感じさせる『新版 窮理図解』41号に仕上がったと思います。�（杉原 史）
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https://www.kll.keio.ac.jp/ktm/

＊タイトルは、アメリカのロケット工学者Robert H. Goddard
の言葉です。アメリカ留学時代に知り合ったロケットエンジニ
アの方に教えてもらった、大好きな言葉です。

今号の表紙：有機電解合成の反応装置とともに。［ヘアデザイン］taro（RE: -ORGANIC & DETOX-）


